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質
問　

こ
れ
ま
で
に
過
疎
対
策
事

業
債
を
活
用
し
て
き
た
主
な
事
業
は

何
か
。

　

答
弁　

平
成
28
年
に
指
定
を
受
け

た
本
市
は
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
基
づ
き
、
高
田
松
原
運
動
公
園
や

市
立
博
物
館
整
備
、
今
泉
北
地
区
の

基
盤
整
備
、
地
域
交
付
金
事
業
の
実

施
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の

幅
広
い
事
業
を
進
め
て
き
た
。
過
疎

債
の
活
用
実
績
は
３
年
間
で
26
億
１

１
９
０
万
円
と
な
る
。
新
た
な
過
疎

法
に
対
し
て
は
、
現
行
法
の
各
種
支

援
制
度
の
継
続
的
な
実
施
と
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
魅
力
の

創
出
や
地
域
の
創
造
に
資
す
る
取
り

組
み
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

新
年
度
の
予
算
編
成
は

　

質
問　

復
興
・
創
生
期
間
終
了
後
、

被
災
者
の
住
宅
再
建
支
援
策
は
。

　

答
弁　

国
や
県
か
ら
住
宅
再
建
支

援
の
補
助
制
度
継
続
の
正
式
な
方
針

過疎債を活用して建設される市立博物館

過
疎
債
の
活
用
実
績
は

　
　

基
盤
整
備
な
ど
３
年
で
26
億
円

は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
財
源
が
確

保
で
き
な
い
場
合
で
も
市
の
東
日
本

大
震
災
復
興
基
金
を
活
用
し
、
最
後

の
一
人
ま
で
確
実
に
住
宅
再
建
を
果

た
せ
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
財

政
支
援
が
見
通
せ
な
い
中
で
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
ず
る
の
か
。

　

答
弁　

市
内
事
業
者
や
市
民
が
求

め
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
財
政
調
整
基
金
の
活
用
を
検
討

し
な
が
ら
必
要
な
施
策
の
予
算
化
に

努
め
る
。

　

質
問　

新
年
度
予
算
の
財
源
確
保

策
は
。

　

答
弁　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は

市
税
な
ど
の
減
収
に
伴
い
、
歳
入
の

確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
歳
出
の
抑
制
を
図
る
。
歳
入
に

お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
最
大

限
の
有
効
活
用
を
図
り
、
積
極
的
な

特
定
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

学
校
再
編
の
考
え
は

　

質
問　

10
年
後
の
本
市
の
子
ど
も

の
出
生
数
見
込
み
は
。

　

答
弁　

こ
こ
数
年
の
出
生
数
は
90

人
前
後
。
現
状
で
推
移
す
る
と
70

人
弱
で
、
出
生
数
を
維
持
す
れ
ば

協
働
の
共
通
指
針
策
定
は

　
　

本
年
度
中
目
指
し
進
め
て
い
る

大和田 加代子
 （碧　い　風）

　
　

質
問　

東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
、
後
世
へ
の
伝
承
や
世
界
へ
の
発

信
策
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

震
災
遺
構
や
津
波
伝
承
館

な
ど
を
含
む
復
興
祈
念
公
園
を
中
心

に
、
市
全
域
を
防
災
・
減
災
が
学
べ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
情
報
発
信
し

て
い
く
。

　

質
問　

震
災
か
ら
10
年
と
な
る
追

悼
式
の
開
催
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

答
弁　

高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念

公
園
内
で
の
開
催
に
向
け
関
係
機
関

等
と
調
整
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行

い
、
市
民
文
化
会
館
に
も
祭
壇
、
献

花
台
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

３
月
11
日
を「
祈
り
の
日
」

に
制
定
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　

そ
の
日
は
、
全
て
の
被
災

地
に
と
っ
て
大
切
な
日
で
あ
り
、
市

独
自
に
は
策
定
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。

　

質
問　

追
悼
施
設
の
整
備
状
況
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
中
に
完
了
で

き
ず
、
令
和
３
年
７
月
ご
ろ
の
整
備

完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

染
症
に
お
け
る
本
市
の
医
療
体
制
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
の
対
策
は
。

　

答
弁　

発
熱
な
ど
症
状
の
あ
る
方

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
も

ら
い
、
か
か
り
つ
け
医
の
な
い
方
は

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
広
報

で
周
知
し
て
い
る
。

震災追悼施設等整備予定地（高田町）

震
災
経
験
ど
う
生
か
す

　
市
全
域
を
防
災・減
災
学
べ
る
場
に

交
通
安
全
対
策
は

　

質
問　

交
通
安
全
対
策
に
向
け
た

県
公
安
委
員
会
と
の
協
議
状
況
は
ど

う
か
。

　

答
弁　

信
号
機
等
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
県
内
各
警
察
署
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
、
優
先
度
の
高
い
箇
所
か

ら
設
置
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

質
問　

交
通
安
全
施
設
の
設
置
状

況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

大
船
渡
警
察
署
を
事
務
局

と
し
て
気
仙
管
内
の
関
係
機
関
と
協

議
し
、
歩
行
者
や
車
が
事
故
な
く
安

全
に
通
行
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努

め
る
。

　

質
問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
縮

小
に
よ
る
児
童
生
徒
の
安
全
面
に
お

け
る
対
応
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

街
路
灯
な
ど
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
整
備
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
経
済
対
策
は
。

　

答
弁　

業
種
を
問
わ
ず
、
広
く
売

り
上
げ
が
減
少
し
て
お
り
、
中
小
企

業
持
続
化
支
援
金
を
７
月
か
ら
９
月

に
か
け
４
５
６
件
、
９
５
２
０
万
円

支
給
し
た
。
今
後
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率

50
％
の
地
域
商
品
券
を
発
行
す
る
。

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

佐々木 一義
 （創　生　会）

伊藤　明彦
 （新　志　会）

協働が求められる松原再生

　

質
問　

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

に
は
「
協
働
に
関
す
る
共
通
の
認

識
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
の
基
本
と
な
る
考
え
方

治
体
か
ら
は
、
対
象
と
す
る
団
体

や
事
業
内
容
の
基
準
の
設
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
。
創
設
に
つ
い
て
は
、
慎

や
役
割
な
ど
を
示
し
た
共
通
指
針

を
策
定
し
ま
す
」
と
あ
る
。
共
通

指
針
策
定
は
い
つ
ご
ろ
と
考
え
て

い
る
か
。

　

答
弁　
令
和
２
年
度
中
の
策
定

を
目
指
し
進
め
て
い
る
。

　

質
問　

策
定
に
当
た
っ
て
は
市

民
や
市
内
活
動
団
体
と
共
同
で
策

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答
弁　
市
内
の
地
域
住
民
組
織

や
市
民
活
動
団
体
、事
業
者
な
ど
、

今
後
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
る
方
々
と
の
協
議
の
場

を
設
け
、
共
通
認
識
の
も
と
、
指

針
の
策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

ま
ち
づ
く
り
団
体
活
動

補
助
金
に
よ
る
支
援
制
度
の
創
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
今
後
、
策
定
す
る
共
通

指
針
を
踏
ま
え
、
支
援
制
度
の
創

設
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
既
に
運
用
し
て
い
る
自

重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

　

質
問　

市
は
「
市
内
で
生
産
さ

れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
市

内
で
消
費
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
年
次
計
画
は
あ
る
か
。

　

答
弁　

市
と
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
事
業
主
体
と
な

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
計
画
と
し
て
策
定
は
し
て
い

な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
つ
い
て
は
、
既
存
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
設
備
の
活
用
な

ど
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
仕
組
み
が
構
築

で
き
る
よ
う
陸
前
高
田
し
み
ん
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
株
）
や
他
の
民
間
事

業
者
な
ど
と
連
携
し
、
十
分
に
検

討
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

質
問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

　

答
弁　
市
内
事
業
者
や
一
般
家

庭
な
ど
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
必
要
性
に
つ
い

て
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
促
進

や
関
連
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
陸

前
高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）

な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。

１
０
０
人
前
後
と
予
測
し
て
い
る
。

　

質
問　

児
童
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
小
学
校
再
編
の
考
え
は
。

　

答
弁　

当
面
は
１
町
１
校
の
体
制

を
維
持
し
た
い
。
数
年
先
の
子
ど
も

を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
は
、
情

報
提
供
を
行
い
、
再
編
す
る
場
合
の

基
準
を
検
討
し
て
い
く
。


